
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ
進路通信   

最終号 

２０２６年３月６日 

岐阜県立郡上特別支援学校 
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中学部 作業学習の取組、納品の紹介 

  

 

高等部 進路発表会の紹介 

  

 

 

 

小学部 進級に向けての取組の紹介 

  

 
６年生は、特別活動や生活単元学習の時間にキャリア・パスポートを基に６年間の

学校生活を振り返りました。できるようになったことをまとめたり、お世話になった

人にお礼をするため、クッキーを焼いて喫茶を開いたりする活動にも取り組みました。 

在校生は、６年生へ「ありがとう」や「おめでとう」の気持ちを込めて卒業生を送る

会を行いました。４月になると進級し、６年生は卒業して中学生になることを感じる

会になりました。また、プレゼント作りや司会進行の練習等をとおして６年生が喜ぶ

姿を想像しながら準備に励むこともできました。 

学年末には、来年度の目標を考え、話したり書いたりして伝える活動を行います。

今年度学んだこと、身に付けた力を生かし、来年度も目標に向かって努力する姿を期

待しています。 

２月２７日（金）に進路発表会を行いました。これまでの生活や実習

を振り返り、自分の課題を見付け、その課題解決に向けて取り組んだこ

と、そしてこれまで頑張ってきたことを発表しました。また、４月から

始まる新しい生活について、これまでの変化も踏まえて、これから新た

な環境で挑戦していく意思を力強く表明することができました。１、２

年生は、３年生の発表する姿を真剣な表情で聞き、気になったことを質

問する姿も見られました。先輩の発表から学び、自分たちの今後の生活

に生かそうとする姿勢がとても印象的でした。 

中学部では、週２回作業学習に取り組んでいます。重さを量った花紙や、ミキサ

ーで牛乳パックを砕いたものを「お願いします。」と声を掛けて仲間に渡したり、成

型した製品の出来高を全体で確認したりしています。一人一人が「全員で製品を作

っている。」という意識をもち、協力しながら作業しています。分業で製品づくりを

行っているため、どの作業も欠かすことのできない大切な工程です。そのことを理

解し、自分が担当する作業に真摯に向き合いながら、お客様に喜んでもらえるよう

に心を込めて取り組んでいます。 

２月２７日（金）の授業参観日には、保護者の皆様にも手に取っていただけるよ

うに玄関にコースターとしおりのセットを並べました。また、３月６日（金）には

中学部で地域交流会を企画し、日頃の感謝を込めて地域の方へ配布しました。心を

込めて作った製品が、多くの方に感謝の気持ちとともに届くことを願い、来年度も

校内での販売会や、地域の様々な場所への納品を計画しています。 



ご卒業 おめでとうございます  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※進路通信には個人情報が含まれています。管理・廃棄に十分注意してください。 

 

 

当校では今年度、進路学習を重点に置いて取り組んできました。卒業後は、次の目標に向け、

いろいろなことに挑戦してほしいと思います。 

小学部・中学部を卒業する皆さん、自分の可能性を広げ、仲間と活動する楽しさを味わい頑張

ってください。 

高等部を卒業する皆さん、自分の力や可能性を信じ、地域でたくましく生活し、社会参加がで

きることを目標として、さらに飛躍してくれることを期待しています。 

卒業生の皆さん、何か困ったことがあればいつでも学校へ連絡してください。学校生活で培っ

たことを胸に、新たな歩みを進めることを期待しています。 

 

高等部では、卒業後の社会自立や地域の中で生活していくために 

様々な学習をしました。特に、現場実習、校内作業実習、作業学習 

では、「時間いっぱい作業すること」「報告・連絡・相談をすること」 

など、「働く人になる」に向けて取り組んできました。実習を通して 

自分の良さや課題が明確になり、より自己実現に向けて考えること 

ができました。また、一人暮らしに向けて必要なことに取り組んだり体験をしたりして、自立に 

つながる経験を積むことができました。様々なことに挑戦し、成長した３年間になりました。 

３年間を通して、様々な仕事を見て多くの先輩や働く人に出会い、 

仕事の大変さ、嬉しさを学びました。 

作業学習や校内作業実習では、働く上で基本的な力となる作業の 

丁寧さや速さに加え、報告・相談の大切さを身に付けることができ 

ました。また、製品を手にした方に喜んでいただけることで、達成 

感を感じることができました。また、今年は最終学年としてそれぞれが作業工程班のリーダー

を努めました。時計を見て仲間に言葉掛けしたり、率先して作業に取り組んだりして頼もしい

姿を見せてくれました。 

中学部３年生 

 

高等部３年生 

 

 

小学部６年生 

 
６年間で心も体も大きく成長しました。 

基本的な生活習慣を身に付けたり、自分でできることを

増やしたりするために、身の回りのことや任された役割に

繰り返し取り組みました。また、仲間や教師と一緒に同じ目

標に向かって活動する中で、みんなで活動するよさや楽し

さを感じたり、自分の思いや要求を表出したりすることが

できました。さらに、仕事や働く人について学習する中で、

達成感や感謝される喜びを感じました。 


